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『
本
朝
皇
胤
紹
運
録
』
の
利
用
ー
萬
葉
歌
人
高
安
王
・
市
原
王
の
系
譜
の
検
討
か
ら
ー
中
野
謙
一
ω
高
安
王
の
系
譜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
1
　
高
安
王
（
大
原
真
人
高
安
）
の
一
族
は
萬
葉
歌
人
を
多
数
輩
出
し
て
お
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
3
り
、
高
安
王
三
首
、
高
田
女
王
七
首
、
桜
井
王
二
首
、
門
部
王
四
首
、
今
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
4
城
王
九
首
が
そ
れ
ぞ
れ
撰
ば
れ
て
い
る
。
大
伴
女
郎
を
母
と
す
る
今
城
王
に
つ
い
て
は
、
大
伴
家
持
と
の
親
交
が
『
萬
葉
集
』
巻
二
十
な
ど
に
う
か
が
わ
れ
、
そ
の
こ
と
が
族
人
の
作
歌
の
入
集
状
況
に
も
関
係
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
家
持
が
編
纂
の
中
心
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
な
巻
八
で
は
、
大
伴
氏
の
一
族
に
限
っ
て
作
者
名
に
「
宿
禰
し
を
記
さ
な
い
箇
　
　
　
　
　
　
　
注
5
所
が
多
い
の
で
あ
る
が
、
そ
の
な
か
に
あ
っ
て
「
高
安
」
（
一
四
四
四
・
一
五
〇
四
）
と
い
う
略
記
は
注
目
に
値
す
る
。
高
安
王
あ
る
い
は
そ
の
近
親
者
が
、
巻
八
の
編
纂
に
何
ら
か
の
関
わ
り
を
も
っ
た
可
能
性
も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
　
こ
の
よ
う
に
、
『
萬
葉
集
』
に
お
い
て
相
当
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
ら
し
い
高
安
王
の
一
族
で
あ
る
が
、
そ
の
世
系
に
つ
い
て
は
不
明
の
点
が
少
な
く
な
い
。
ま
ず
、
『
本
朝
皇
胤
紹
運
録
』
（
以
下
「
紹
運
録
」
）
に
よ
れ
ば
次
の
よ
う
な
系
図
と
な
る
。
天
武
天
皇
－
長
親
王
　
　
川
内
王
雇舗
w
．
田
女
王
『
萬
葉
集
』
の
比
較
的
新
し
い
注
釈
書
の
解
説
を
み
る
と
、
ま
ず
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
本
（
以
下
「
新
編
全
集
本
」
）
は
高
安
王
を
「
長
皇
子
の
孫
か
」
と
し
、
門
部
王
を
「
河
内
王
の
子
。
高
安
王
の
弟
」
と
す
る
。
伊
藤
博
氏
『
繹
注
』
、
和
歌
文
学
大
系
本
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
本
〈
以
下
「
新
大
系
本
」
〉
『
続
日
本
紀
』
な
ど
も
同
様
で
、
紹
運
録
の
記
載
に
疑
問
は
な
い
か
の
よ
う
に
扱
っ
て
い
る
。
　
し
か
し
、
新
大
系
本
『
萬
葉
集
』
人
名
一
覧
は
「
皇
胤
紹
運
録
に
長
皇
子
の
孫
と
あ
る
の
は
誤
り
」
（
高
安
王
の
項
）
、
「
皇
胤
紹
運
録
に
長
親
王
の
孫
と
あ
る
が
、
新
撰
姓
氏
録
と
合
わ
な
い
の
で
疑
わ
し
い
」
（
門
部
王
の
項
）
と
し
、
揺
れ
を
み
せ
つ
つ
も
紹
運
録
の
欠
陥
を
指
摘
し
て
い
る
。
一47一
新
大
系
本
『
萬
葉
集
』
に
も
そ
れ
以
上
の
言
及
は
な
さ
れ
て
い
な
い
が
、
黛
弘
道
氏
は
早
く
紹
運
録
の
誤
り
と
断
じ
、
次
の
よ
う
に
推
定
さ
れ
て
注
6
い
る
。
幽
敏
達
天
皇
　　　押
　
　
　
結
論
か
ら
い
え
ば
、
こ
れ
に
ほ
ぼ
相
違
な
い
と
考
え
る
が
、
以
下
に
黛
氏
の
説
を
検
討
し
な
が
ら
若
干
手
を
加
え
て
、
こ
の
一
族
の
系
譜
を
確
定
し
た
い
。
　
ま
ず
、
黛
氏
は
次
の
史
料
か
ら
門
部
王
兄
弟
を
六
世
王
と
認
め
る
。
　
①
一
本
に
旧
本
日
後
賜
姓
大
原
真
人
。
敏
達
天
皇
六
代
孫
箭
明
天
皇
之
　
　
後
也
と
註
せ
り
。
此
斜
明
天
皇
の
四
字
は
誤
字
な
る
べ
し
。
　
　
　
　
　
　
　
（
橘
千
蔭
『
萬
葉
集
略
解
』
巻
三
、
三
一
〇
題
詞
の
条
）
鹿
持
雅
澄
『
萬
葉
集
古
義
』
に
も
＝
本
に
は
、
敏
達
天
皇
六
代
孫
、
斜
明
天
皇
之
後
也
、
と
註
せ
り
」
と
み
え
る
が
、
現
存
諸
本
に
は
伝
わ
ら
な
い
注
記
で
あ
る
。
こ
れ
が
信
じ
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
「
野
明
の
直
系
の
子
孫
で
あ
る
な
ら
ば
、
…
…
そ
の
祖
父
敏
達
の
名
を
挙
げ
る
に
は
お
よ
ば
な
　
　
　
　
　
　
注
7
い
の
で
あ
る
」
か
ら
、
紹
運
録
の
系
図
に
は
な
り
え
な
い
こ
と
に
な
る
。
一
　
た
だ
し
、
計
世
法
に
は
㈲
本
人
か
ら
数
え
る
場
合
と
、
ω
子
の
世
代
か
ら
数
え
る
場
合
と
が
あ
る
。
公
式
な
記
録
は
㈲
に
よ
る
が
、
こ
の
注
記
は
㈲
に
よ
っ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
ほ
な
い
か
。
た
と
え
ば
、
「
こ
の
山
の
族
七
人
に
あ
た
る
人
を
、
三
代
の
孫
に
得
べ
し
」
（
『
う
つ
ほ
物
語
』
俊
蔭
）
と
い
っ
た
場
合
、
〈
俊
蔭
－
女
－
仲
忠
V
の
よ
う
に
俊
蔭
本
人
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
8
ら
数
え
て
い
る
㍗
．
」
と
が
わ
か
る
。
世
代
を
記
す
史
料
は
他
に
な
い
か
ら
、
こ
の
点
を
確
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
い
ず
れ
の
計
世
法
に
よ
っ
て
も
敏
達
天
皇
六
代
孫
と
す
る
こ
と
自
体
に
不
都
合
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
〈
敏
達
天
皇
1
（
四
代
ま
た
は
五
代
）
ー
門
部
王
〉
と
し
て
お
こ
う
。
　
次
に
、
そ
の
間
の
世
代
に
つ
い
て
以
下
の
史
料
を
総
合
す
る
こ
と
に
よ
り
、
先
に
示
し
た
系
図
が
成
り
立
つ
わ
け
で
あ
る
。
　
②
大
原
真
人
、
出
自
讃
敏
達
孫
、
百
済
王
也
、
続
日
本
紀
合
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
新
撰
姓
氏
録
』
左
京
皇
別
）
　
③
音
石
山
大
僧
都
伝
日
。
和
上
誰
明
詮
。
俗
姓
大
原
氏
。
左
京
人
。
彦
　
　
人
皇
子
之
後
也
。
祖
弾
正
歩
従
四
位
下
桜
井
王
。
天
平
十
一
年
賜
姓
　
　
為
大
原
氏
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
日
本
高
僧
伝
要
文
抄
』
第
三
）
　
④
日
子
人
太
子
、
婆
庶
妹
田
村
王
、
亦
名
糠
代
比
責
命
、
生
御
子
、
坐
　
　
闘
本
宮
治
天
下
之
天
皇
。
次
中
津
王
。
次
多
良
王
。
三
柱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
敏
達
記
」
）
④
に
「
次
多
良
王
」
と
あ
惹
の
は
、
黛
氏
の
い
わ
れ
る
と
お
り
「
次
久
多
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
9
良
王
」
の
誤
写
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
た
だ
し
、
門
部
王
ら
が
敏
達
の
六
代
孫
㈲
で
あ
る
な
ら
「
当
時
皇
親
の
範
囲
と
さ
れ
た
五
世
王
に
も
な
ら
な
い
」
の
に
王
号
を
付
さ
れ
て
い
る
理
由
と
し
て
、
嫡
妻
の
所
生
で
次
の
⑥
．
の
「
承
嫡
者
」
に
該
当
し
た
こ
と
を
想
定
さ
れ
て
い
る
の
は
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。
一48一
　
⑤
凡
皇
兄
弟
皇
子
。
皆
為
親
王
。
女
帝
子
亦
同
以
外
並
為
諸
王
。
自
親
王
　
　
五
世
。
錐
得
王
名
。
不
在
皇
親
之
限
。
　
　
　
　
　
　
（
「
継
嗣
令
」
）
　
⑥
自
今
以
後
、
五
世
之
王
、
在
皇
親
之
限
。
其
承
嫡
者
、
相
承
為
王
。
　
　
自
余
如
令
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
続
紀
慶
雲
三
年
二
月
庚
寅
条
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
1
0
嫡
出
と
は
考
え
に
く
い
事
情
も
あ
り
、
王
号
に
つ
い
て
は
百
済
王
が
紆
明
の
弟
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
説
明
で
き
る
だ
ろ
う
。
百
済
王
は
大
宝
令
以
降
親
王
と
し
て
扱
わ
れ
、
子
孫
も
そ
れ
に
従
っ
て
数
え
ら
れ
た
は
ず
で
あ
る
（
⑤
）
。
こ
れ
は
姓
氏
録
に
「
百
済
親
王
」
（
左
京
皇
別
、
鳴
根
真
人
条
・
清
原
真
人
条
）
と
み
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
裏
付
け
ら
れ
る
。
よ
っ
て
門
部
王
ら
は
五
世
王
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
り
、
無
位
か
ら
従
五
位
下
に
叙
せ
ら
れ
た
点
も
問
題
に
な
ら
な
い
。
な
お
六
代
孫
㈲
で
あ
れ
ば
、
四
世
王
と
な
る
。
　
さ
て
、
黛
氏
の
系
図
で
は
百
済
王
と
門
部
王
ら
の
間
の
三
代
が
不
明
と
な
っ
て
い
る
。
①
が
計
世
法
㈲
に
よ
っ
た
と
し
て
も
二
代
は
空
白
と
し
て
残
さ
れ
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
紹
運
録
が
長
親
王
の
子
、
高
安
王
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
1
1
ら
の
父
と
す
る
「
川
内
王
」
で
あ
る
。
以
下
、
田
中
卓
氏
の
説
に
沿
っ
て
検
討
し
た
い
。
　
⑦
為
饗
新
羅
金
智
祥
、
遣
浄
広
騨
川
内
王
…
等
干
筑
紫
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
書
紀
朱
鳥
元
年
正
月
是
月
条
）
　
⑧
次
浄
広
腔
河
内
王
諌
左
右
大
舎
人
事
。
　
（
書
紀
同
年
九
月
甲
子
条
）
　
⑨
以
浄
広
騨
河
内
王
、
為
筑
紫
大
宰
帥
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
書
紀
持
統
三
年
閏
八
月
丁
丑
条
）
　
⑲
以
浄
大
騨
贈
筑
紫
大
宰
率
河
内
王
、
井
賜
鱒
物
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
書
紀
同
入
年
四
月
戊
午
条
）
　
⑪
河
内
王
葬
豊
前
国
鏡
山
之
時
、
手
持
女
王
作
歌
三
首
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
萬
葉
集
』
巻
三
、
四
一
七
題
詞
）
⑫
授
…
光
位
河
内
王
従
四
位
下
、
　
　
（
続
紀
和
銅
七
年
正
月
甲
子
条
）
　
⑬
従
四
位
下
河
内
王
卒
。
　
　
　
　
　
（
続
紀
神
亀
五
年
七
月
癸
丑
条
）
以
上
が
、
紹
運
録
の
「
川
内
王
」
に
関
係
す
る
と
思
わ
れ
る
史
料
で
あ
る
。
田
中
氏
は
、
年
代
的
・
年
齢
的
推
定
に
よ
り
、
⑦
～
⑪
の
河
内
王
A
す
な
わ
ち
高
安
王
・
門
部
王
の
父
と
、
⑫
⑬
の
河
内
王
B
す
な
わ
ち
長
皇
子
の
子
、
と
い
う
同
名
異
人
の
存
在
を
指
摘
さ
れ
た
。
さ
ら
に
高
安
王
兄
弟
の
出
自
に
関
し
て
も
、
黛
氏
に
先
行
し
て
ほ
ぼ
同
様
の
推
定
を
さ
れ
て
お
り
、
以
上
を
ま
と
め
る
と
次
の
系
図
の
よ
う
に
な
る
。
敏
達
　
　
押
坂
彦
人
大
兄
皇
子
紆
明
一
天
智
－
大
江
皇
女
天
武
百
済
王
よ
T
河
内
王
－
晶
部
王
長
皇
子
－
河
内
王
安
王
「（
�
l
の
河
内
王
が
）
混
同
せ
ら
れ
て
皇
胤
紹
運
録
の
系
譜
に
誤
ら
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
」
と
し
て
、
〈
長
皇
子
－
河
内
王
V
と
〈
河
内
王
－
高
安
王
〉
と
を
切
り
離
さ
れ
た
点
が
特
徴
で
あ
る
。
た
だ
し
、
百
済
王
と
高
安
王
ら
の
間
を
二
代
と
し
た
の
は
曖
昧
な
年
齢
的
推
定
に
よ
っ
て
お
り
、
ま
た
①
を
計
世
法
㈲
で
解
し
た
こ
と
に
な
る
。
三
代
で
あ
っ
た
可
能
性
は
否
定
し
が
た
い
か
ら
、
結
局
、
次
の
よ
う
に
考
え
て
お
く
し
か
な
い
一49一
だ
ろ
う
。敏
達
　
　
押
坂
彦
人
大
兄
皇
子
（一
繧
ﾜ
た
は
二
代
）
ー
河
内
王
墨
　
　
　
　
回
市
原
王
の
系
譜
　
皇
族
の
萬
葉
歌
人
と
し
て
は
、
布
原
王
ら
の
系
譜
に
も
同
様
の
問
題
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
1
2
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
市
原
王
は
八
首
、
そ
の
父
安
貴
王
は
四
首
の
作
歌
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
正
倉
院
文
書
に
　
　
六
月
三
日
来
歌
林
七
巻
玄
番
頭
王
書
者
　
注
1
3
と
あ
り
、
天
平
勝
宝
三
年
に
玄
蕃
頭
で
あ
っ
た
市
原
王
が
「
歌
林
七
巻
」
を
書
写
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
と
『
萬
葉
集
』
の
左
注
に
散
見
す
る
「
山
上
憶
良
大
夫
（
臣
）
類
聚
歌
林
」
と
の
関
係
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
『
萬
葉
集
』
編
纂
時
に
参
照
さ
れ
た
資
料
の
一
つ
で
は
あ
る
の
だ
ろ
う
。
市
原
王
も
『
萬
葉
集
』
と
は
関
わ
り
の
深
い
人
物
と
い
え
る
。
　
さ
て
、
市
原
王
の
系
譜
を
紹
運
録
に
よ
っ
て
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
天
智
天
皇
　
　
施
基
皇
子
l
l
L
春
日
王
l
l
－
安
貴
王
l
l
－
市
原
王
新
編
全
集
本
や
新
大
系
本
『
続
日
本
紀
』
な
ど
は
、
安
貴
王
を
「
志
貴
皇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
1
4
子
の
孫
、
春
日
王
の
子
」
と
記
し
、
こ
れ
を
疑
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
〈
志
貴
皇
子
－
春
日
王
〉
と
〈
安
貴
王
ー
市
原
王
〉
と
の
間
に
断
絶
が
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
1
5
る
こ
と
は
、
す
で
に
塩
谷
香
織
氏
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
塩
谷
氏
は
さ
ら
に
、
市
原
王
を
河
嶋
皇
子
の
曽
孫
と
す
る
仮
説
も
提
示
さ
れ
て
お
り
、
同
説
に
よ
れ
ば
天
智
天
皇晶
讐
H
欝
嬰
t
安
血
．
王
⊥
。
原
王
と
い
う
関
係
に
な
る
。
こ
こ
で
は
塩
谷
氏
の
説
を
検
証
し
、
い
く
ら
か
補
強
す
る
よ
う
な
材
料
を
挙
げ
た
い
と
思
う
。
　
ま
ず
、
塩
谷
氏
は
安
貴
王
の
生
年
の
下
限
を
慶
雲
三
年
（
七
〇
六
）
と
　
注
1
6
さ
れ
る
。
問
題
と
な
る
の
は
春
日
王
の
生
年
で
あ
る
が
、
史
料
に
追
っ
て
検
討
し
て
み
よ
う
。
　
⑭
浄
大
騨
春
日
王
卒
。
　
　
　
　
　
　
（
続
紀
文
武
三
年
六
月
庚
戌
条
）
　
⑮
授
…
光
位
…
春
日
王
…
従
四
位
下
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
続
紀
養
老
七
年
正
月
丙
子
条
）
　
⑯
授
…
従
四
位
下
…
春
日
王
…
従
四
位
上
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
続
紀
天
平
三
年
正
月
丙
子
条
）
　
⑰
授
…
従
四
位
上
…
春
日
王
…
正
四
位
下
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
続
紀
天
平
十
五
年
五
月
癸
卯
条
）
　
⑱
散
位
正
四
位
下
春
日
王
卒
。
　
　
（
続
紀
天
平
十
七
年
四
月
乙
卯
条
）
　
⑲
凡
授
位
者
。
皆
限
年
廿
五
以
上
。
唯
以
蔭
出
身
。
皆
限
年
廿
一
以
一50一
　
　
上
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
選
叙
令
」
）
　
⑳
凡
蔭
皇
親
者
。
親
王
子
従
四
位
下
。
諸
王
子
従
五
位
下
。
其
五
世
王
　
　
者
。
従
五
位
下
。
子
降
一
階
。
庶
子
又
降
一
階
。
唯
別
勅
処
分
。
不
　
　
拘
此
令
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
選
叙
令
」
）
　
⑳
春
日
王
歌
一
首
志
貴
皇
子
之
子
母
日
多
紀
皇
女
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
萬
葉
集
』
巻
四
、
六
六
九
題
詞
）
⑭
の
春
日
王
A
は
明
ら
か
に
別
人
で
あ
り
、
⑳
⑳
に
よ
っ
て
⑮
～
⑱
の
春
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
1
7
日
王
B
は
志
貴
皇
子
の
子
と
み
て
よ
い
。
母
の
多
紀
皇
女
は
文
武
二
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
1
8
（
六
九
八
）
か
ら
大
宝
元
年
（
七
〇
一
）
の
間
斎
王
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、
⑮
の
初
叙
位
年
齢
を
考
え
合
わ
せ
る
と
春
日
王
B
は
大
宝
二
年
ま
た
は
三
年
の
生
ま
れ
と
な
る
。
安
貴
王
の
父
と
す
る
に
は
生
年
を
早
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
多
紀
皇
女
が
斎
王
に
な
る
以
前
と
す
る
の
は
無
理
で
あ
ろ
う
。
以
上
に
よ
り
、
安
貴
王
は
春
日
王
B
の
子
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。　
こ
こ
か
ら
先
は
、
塩
谷
氏
が
仮
説
に
と
ど
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
要
は
次
の
三
点
に
な
る
だ
ろ
う
。
　
ω
姓
氏
録
に
「
春
原
朝
臣
、
天
智
天
皇
皇
子
、
浄
広
壱
河
島
王
之
後
　
　
也
」
（
左
京
皇
別
上
）
と
あ
る
の
が
信
用
で
き
る
こ
と
。
　
②
河
嶋
皇
子
の
子
を
安
貴
王
の
父
と
す
れ
ば
年
齢
的
に
問
題
は
な
い
こ
　
　
と
。
　
㈹
春
日
王
A
は
安
貴
王
の
父
で
あ
る
可
能
性
が
あ
り
、
そ
れ
な
ら
ば
同
　
　
名
異
人
に
よ
る
系
譜
の
混
乱
と
解
釈
で
き
る
こ
と
。
　
ω
に
つ
い
て
、
市
原
王
の
子
五
百
枝
王
が
春
原
朝
臣
を
賜
っ
た
の
は
大
同
元
年
（
入
〇
六
）
で
、
姓
氏
録
成
立
は
そ
の
入
年
後
の
弘
仁
五
年
（
八
一
四
）
で
あ
る
。
し
か
も
姓
氏
録
成
立
当
時
、
五
百
枝
は
従
三
位
で
、
桓
武
天
皇
の
同
母
姉
能
登
内
親
王
を
母
に
も
つ
と
い
う
要
人
で
あ
る
。
・
そ
の
家
系
に
つ
い
て
、
姓
氏
録
の
記
載
に
重
大
な
誤
り
が
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
次
に
み
る
よ
う
に
、
志
貴
皇
子
と
す
べ
き
と
こ
ろ
を
兄
の
「
河
島
王
」
と
誤
記
し
た
と
い
う
可
能
性
は
な
い
。
　
（
⑫
左
京
人
大
舎
人
助
正
六
位
上
氏
宗
王
男
埠
兄
…
等
十
九
人
、
賜
姓
惟
　
　
原
朝
臣
、
其
先
出
自
田
原
天
皇
之
後
春
日
親
王
也
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
一
二
代
実
録
』
仁
和
元
年
二
月
十
五
日
辛
丑
条
）
こ
れ
は
春
日
王
B
の
子
孫
へ
の
賜
姓
で
あ
る
。
志
貴
皇
子
の
子
孫
に
つ
い
て
記
す
際
に
は
、
そ
の
第
六
子
で
あ
る
光
仁
天
皇
の
系
統
と
の
区
別
が
必
要
で
、
そ
の
た
め
に
志
貴
皇
子
の
子
の
世
代
ま
で
名
を
挙
げ
る
の
で
あ
る
。
諸
氏
族
の
出
自
を
確
定
す
る
目
的
に
よ
り
編
纂
さ
れ
た
姓
氏
録
に
お
い
て
は
、
先
の
「
百
済
親
王
」
の
場
合
と
同
じ
く
、
誰
の
代
で
皇
統
か
ら
別
れ
た
の
か
が
明
ら
か
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
春
原
朝
臣
の
姓
に
つ
い
て
も
考
え
て
お
こ
う
。
　
⑳
淡
海
朝
臣
、
春
原
朝
臣
同
祖
、
河
島
王
之
後
也
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
姓
氏
録
、
左
京
皇
別
上
）
　
⑳
左
京
人
六
世
無
位
三
坂
王
賜
姓
淡
海
真
人
。
河
嶋
王
子
喬
孫
也
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
三
代
実
録
』
貞
観
七
年
六
月
十
六
日
乙
丑
条
）
こ
れ
ら
に
よ
る
と
、
河
嶋
皇
子
の
子
孫
に
は
春
原
朝
臣
と
淡
海
朝
臣
（
真
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
1
9
人
）
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
河
鳴
系
に
は
淡
海
を
氏
と
す
る
者
が
多
か
っ
た
と
仮
定
し
て
も
、
五
百
枝
は
先
に
述
べ
た
と
お
り
母
系
に
よ
っ
て
皇
統
と
親
密
に
な
っ
た
た
め
、
他
の
河
嶋
系
と
区
別
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
淡
海
は
「
淡
海
帝
」
に
由
来
す
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
春
原
一51一
や
⑫
の
惟
原
な
ど
は
地
名
と
も
解
さ
れ
な
い
。
嵯
峨
天
皇
が
皇
子
た
ち
に
源
朝
臣
を
賜
い
、
そ
れ
が
通
例
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
「
原
」
は
「
源
」
と
同
義
に
用
い
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
佐
伯
有
清
氏
は
『
公
卿
補
任
』
（
弘
仁
三
年
条
）
の
春
原
五
百
枝
に
つ
い
て
の
頭
書
「
田
原
天
皇
四
代
正
四
下
春
日
王
曾
孫
」
を
根
拠
に
、
志
貴
皇
子
の
設
号
「
春
日
宮
御
宇
天
皇
」
「
田
原
天
皇
」
か
ら
一
字
ず
つ
と
っ
た
美
　
　
　
　
　
　
　
　
注
2
0
称
と
推
測
さ
れ
て
い
る
が
、
頭
書
は
紹
運
録
に
基
づ
く
後
代
の
追
記
と
も
考
え
ら
れ
る
。
　
②
に
つ
い
て
、
河
嶋
皇
子
は
持
統
五
年
（
六
九
一
）
に
浄
大
参
で
莞
じ
た
。
『
懐
風
藻
』
に
「
時
年
三
十
五
」
と
あ
る
か
ら
、
先
に
ふ
れ
た
安
貴
王
の
生
年
の
下
限
に
照
ら
せ
ば
、
そ
の
祖
父
と
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
年
齢
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
市
原
王
は
河
嶋
皇
子
の
曽
孫
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
い
え
る
。
　
問
題
は
㈹
で
、
塩
谷
氏
は
特
に
根
拠
を
示
さ
れ
て
い
な
い
。
紹
運
録
の
〈
志
貴
皇
子
ー
春
日
王
－
安
貴
王
〉
か
ら
、
ω
に
倣
っ
て
く
志
貴
皇
子
i
春
日
王
V
と
〈
春
日
王
－
安
貴
王
〉
と
を
み
と
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
志
貴
皇
子
の
子
で
は
な
い
春
日
王
、
す
な
わ
ち
春
日
王
A
を
安
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
2
1
貴
王
の
父
と
す
る
こ
と
に
、
年
齢
的
な
問
題
は
な
い
。
河
嶋
皇
子
の
子
と
す
る
こ
と
も
年
齢
的
に
は
可
能
で
、
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
　
　
　
弓
削
皇
子
遊
吉
野
時
御
歌
一
首
　
た
き
の
う
へ
の
　
　
み
ふ
ね
の
や
ま
に
　
　
ゐ
る
く
も
の
　
　
つ
ね
に
あ
ら
む
と
　
　
滝
上
之
　
三
船
乃
山
ホ
　
居
雲
乃
　
常
将
有
等
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
萬
葉
集
』
　
　
　
春
日
王
奉
和
歌
一
首
こ
の
春
日
王
A
を
さ
ら
に
次
の
唱
和
わ
が
お
も
は
な
く
　
に
和
我
不
念
久
ホ
巻
三
、
二
四
二
）
　
お
ほ
ヨ
み
は
　
　
　
ち
　
と
せ
に
　
ま
　
さ
　
む
　
　
　
し
ら
く
も
も
　
　
　
み
　
ふ
ね
の
　
や
ま
に
　
た
ゆ
る
ひ
　
あ
　
ら
　
め
　
や
　
　
王
者
　
千
歳
二
麻
佐
武
　
白
雲
毛
　
三
船
乃
山
ホ
絶
日
安
良
米
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
同
、
二
四
三
）
右
の
春
日
王
は
、
春
日
王
A
で
あ
る
と
み
て
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
春
日
王
A
が
河
嶋
皇
子
の
子
と
す
れ
ば
、
河
嶋
皇
子
の
同
母
姉
大
江
皇
女
が
弓
削
皇
子
の
母
で
あ
る
か
ら
、
弓
削
皇
子
と
春
日
王
A
と
は
従
兄
弟
同
士
に
な
る
。
ほ
ぼ
同
時
に
死
亡
し
て
い
る
の
は
気
に
な
る
と
こ
ろ
だ
が
、
不
明
で
あ
っ
た
両
者
の
関
係
が
従
兄
弟
同
士
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
右
の
よ
う
な
唱
和
が
な
さ
れ
た
と
し
て
も
不
自
然
で
は
な
い
。
　
以
上
に
よ
り
、
紹
運
録
の
〈
施
基
皇
子
－
春
日
王
－
安
貴
王
〉
と
い
う
系
譜
は
、
先
の
〈
長
親
王
1
川
内
王
－
高
安
王
〉
と
同
様
の
誤
り
を
含
む
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
小
結
　
同
名
異
人
と
系
図
の
誤
記
　
こ
こ
ま
で
に
、
同
名
異
人
の
存
在
に
よ
る
混
乱
と
み
ら
れ
る
二
つ
の
事
例
を
扱
っ
て
き
た
。
で
は
、
紹
運
録
と
い
う
文
献
は
一
体
ど
の
よ
う
な
性
　
　
　
　
　
　
　
注
2
2
格
を
も
つ
の
だ
ろ
う
か
。
　
⑳
今
夜
内
府
持
参
帝
王
御
系
図
草
轍
㈱
断
覧
之
、
三
位
中
将
日
、
件
御
系
　
　
図
自
往
古
不
一
決
事
等
多
之
、
今
度
可
披
決
定
也
者
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
薩
戒
記
』
応
永
三
十
三
年
五
月
十
四
日
条
）
⑳
文
亀
壬
戌
林
鐘
中
旬
申
出
禁
裏
禦
鞭
蹄
騨
舞
簸
炎
暑
之
病
　
　
眼
終
書
功
者
也
、
　
　
　
　
　
　
（
「
飛
鳥
井
本
」
紹
運
録
、
本
奥
書
）
こ
れ
ら
に
よ
り
、
後
小
松
上
皇
の
命
に
よ
り
洞
院
満
季
の
「
新
作
」
し
た
「
帝
王
御
系
図
」
が
本
書
に
あ
た
る
と
み
ら
れ
る
。
内
容
的
に
は
、
「
当
時
流
布
し
て
い
た
多
く
の
皇
室
系
図
を
照
合
勘
案
し
、
新
た
に
天
神
七
一52　一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
2
4
代
、
地
神
五
代
を
加
え
て
」
編
纂
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
紹
運
録
の
原
資
料
と
な
っ
た
皇
室
系
図
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
『
本
朝
書
籍
目
録
』
に
は
「
帝
王
系
図
」
四
種
、
「
帝
王
広
系
図
」
一
種
が
載
録
さ
れ
る
が
、
現
存
す
る
「
帝
王
系
図
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
2
5
は
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
に
で
き
な
い
。
現
存
す
る
も
の
は
、
　
A
．
「
帝
皇
系
図
」
（
『
釈
日
本
紀
』
巻
四
）
　
　
各
天
皇
に
つ
い
て
、
書
紀
に
み
え
る
全
て
の
皇
子
女
を
挙
げ
る
。
記
　
　
載
順
も
書
紀
に
従
っ
て
い
る
。
一
説
に
舎
人
親
王
撰
の
「
系
図
一
　
　
巻
」
に
あ
た
る
と
い
、
融
一
巻
と
い
う
盆
里
か
ら
し
て
・
少
富
　
　
と
も
内
容
的
に
は
大
差
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
2
7
　
B
．
「
帝
王
系
図
」
（
『
壬
生
家
雑
文
書
』
所
収
）
　
　
竪
系
図
と
横
系
図
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
皇
位
継
承
に
関
わ
る
人
名
　
　
の
み
を
繋
い
だ
も
の
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
2
8
　
C
．
「
帝
王
系
図
」
（
脇
坂
本
『
尊
卑
分
脈
』
所
収
）
　
　
皇
子
女
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
子
孫
を
広
範
に
載
録
す
る
。
右
の
三
つ
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
の
類
型
に
属
す
る
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
皇
位
継
承
に
直
接
関
わ
ら
な
い
皇
子
女
の
記
載
に
つ
い
て
比
較
す
る
と
（
た
だ
し
、
神
功
皇
后
・
飯
豊
青
皇
女
は
天
皇
と
み
な
す
）
、
A
は
皇
子
女
と
、
皇
孫
以
下
の
う
ち
后
妃
に
連
な
る
者
、
武
内
宿
禰
に
連
な
る
者
、
日
本
武
尊
の
子
女
、
磐
坂
市
辺
押
羽
皇
子
の
子
女
、
そ
の
他
の
重
要
人
物
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
か
つ
書
紀
に
み
え
る
者
に
か
ぎ
り
記
載
し
て
い
る
。
B
は
聖
徳
太
子
の
み
で
あ
る
。
C
に
は
何
世
ま
で
記
す
と
い
っ
た
方
針
が
み
ら
れ
ず
、
臣
籍
に
降
っ
た
者
に
至
る
例
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
み
る
と
、
帝
王
系
図
に
お
い
て
不
可
欠
な
の
は
、
皇
位
継
承
に
関
わ
る
人
名
を
つ
な
い
だ
部
分
の
み
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
⑳
の
「
帝
王
御
系
図
」
に
お
い
て
も
、
根
幹
と
な
る
要
素
と
し
て
は
同
様
の
も
の
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
で
は
、
⑳
に
「
自
往
古
不
一
決
事
等
多
之
」
と
あ
る
の
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
指
す
の
だ
ろ
う
か
。
不
可
欠
な
部
分
に
お
い
て
帝
王
系
図
諸
本
の
問
に
異
同
が
み
ら
れ
る
の
は
、
唯
一
、
継
体
天
皇
の
父
祖
の
系
譜
で
あ
る
。
　
A
　
応
神
天
皇
－
稚
淳
毛
二
派
皇
子
－
大
郎
子
－
彦
主
人
王
－
男
大
　
天
皇
　
B
　
応
神
天
皇
！
隼
総
別
皇
子
1
・
大
　
王
ー
弘
斐
皇
子
－
彦
主
人
王
－
継
体
天
皇
そ
し
て
、
両
者
を
折
衷
し
た
よ
う
な
か
た
ち
に
な
っ
て
い
る
の
が
C
応
神
天
評
雛
奪
軸
蝿
秩
鉱
体
天
皇
で
あ
り
、
「
飛
鳥
井
本
」
紹
運
録
で
あ
る
。
応
神
天
．
〒
［
鞘
雛
奪
観
響
私
斐
彦
王
全
ー
継
体
天
皇
こ
の
よ
う
な
異
伝
に
つ
い
て
「
決
定
」
す
る
の
が
、
満
季
の
「
新
作
」
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
2
9
お
け
る
課
題
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
確
認
し
て
お
き
た
い
の
は
、
皇
位
継
承
に
関
わ
る
人
名
を
つ
な
い
だ
も
の
、
と
い
う
帝
王
系
図
の
本
質
で
あ
る
。
　
次
に
、
こ
の
よ
う
な
帝
王
系
図
（
紹
運
録
以
前
の
も
の
を
想
定
す
る
こ
と
も
可
能
）
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
書
き
継
ぎ
や
書
き
換
え
が
行
わ
れ
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
が
問
題
に
な
る
。
『
実
隆
公
記
』
に
、
⑳
に
該
当
す
る
　
⑳
今
日
日
本
紹
運
図
終
書
写
功
、
　
　
　
（
文
亀
二
年
六
月
十
五
日
条
）
　
⑳
帝
王
紹
運
録
愚
本
終
書
功
了
、
　
　
　
　
　
　
　
（
同
二
十
一
日
条
）
一53一
　
⑳
禁
裏
紹
運
録
御
本
近
代
分
依
仰
書
継
之
、
所
々
僻
字
等
同
直
進
上
　
　
之
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
同
二
十
三
日
条
）
と
い
う
記
事
が
あ
る
。
⑳
「
日
本
紹
運
図
」
は
⑳
「
禁
裏
紹
運
録
御
本
」
、
す
な
わ
ち
満
季
本
（
⑳
「
禁
裏
御
本
」
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
実
隆
は
ま
ず
こ
れ
を
書
写
し
た
。
そ
し
て
当
時
の
天
皇
・
皇
親
ま
で
を
書
き
継
ぎ
、
誤
字
を
訂
正
し
た
⑳
「
帝
王
紹
運
録
愚
本
」
を
別
に
作
っ
た
の
で
あ
る
。
原
文
保
存
・
増
補
改
訂
と
い
う
現
代
に
も
通
ず
る
文
献
の
扱
い
方
が
、
実
隆
の
姿
勢
に
は
み
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、
原
本
に
忠
実
な
写
本
の
方
は
早
く
失
わ
れ
た
よ
う
で
、
実
隆
本
が
紹
運
録
の
一
系
統
を
形
成
し
た
。
こ
の
よ
う
に
増
補
改
訂
が
行
わ
れ
て
い
っ
た
が
、
さ
ら
に
別
の
目
的
で
も
書
き
加
え
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
余
白
へ
の
私
的
な
書
き
込
み
で
あ
る
。
本
稿
で
扱
っ
た
高
安
王
や
市
原
王
の
よ
う
な
遠
皇
親
の
系
譜
は
、
本
来
帝
王
系
図
に
記
載
さ
れ
る
べ
き
性
質
の
も
の
で
は
注
3
0
な
い
。
逆
に
皇
親
名
籍
の
類
を
参
照
し
て
広
範
に
載
録
す
る
系
図
で
あ
っ
た
ら
、
一
部
分
の
み
を
詳
細
に
記
す
と
い
っ
た
恣
意
的
な
か
た
ち
は
と
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
続
紀
に
み
え
る
二
世
王
八
一
名
の
　
注
3
1
う
ち
、
群
書
類
従
本
紹
運
録
に
み
え
る
の
は
二
六
名
に
過
ぎ
ず
、
そ
こ
に
一
貫
し
た
方
針
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
　
で
は
、
恣
意
に
よ
る
書
き
込
み
と
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
の
か
。
筆
者
は
次
の
よ
う
な
過
程
を
想
定
す
る
。
た
と
え
ば
、
A
系
の
帝
王
系
図
を
所
持
す
る
者
が
『
古
事
記
』
を
読
む
と
す
る
と
、
皇
子
女
名
が
出
て
く
る
た
び
に
、
傍
ら
に
系
図
を
開
き
対
照
す
る
と
い
っ
た
こ
と
が
あ
り
う
る
。
と
こ
ろ
が
、
「
敏
達
記
」
の
「
日
子
人
太
子
」
の
子
女
七
名
に
つ
い
て
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
3
2
る
と
、
系
図
に
は
紐
明
天
皇
・
茅
淳
王
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
余
白
に
線
を
引
い
て
残
り
の
五
名
を
書
き
加
え
る
、
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
当
人
と
し
て
は
個
人
的
な
手
控
え
の
つ
も
り
だ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を
含
む
系
図
が
書
写
さ
れ
る
際
に
、
本
文
へ
の
混
入
を
防
ぐ
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
　
さ
て
、
こ
の
よ
う
な
か
た
ち
で
書
き
加
え
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
部
分
や
注
記
の
類
は
、
実
隆
が
⑳
「
近
代
分
依
仰
書
継
之
」
と
記
し
た
よ
う
な
公
的
な
増
補
と
は
区
別
し
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
（
「
私
的
増
補
」
と
よ
ぶ
こ
と
に
す
る
）
。
私
的
増
補
の
素
材
を
提
供
し
た
文
献
は
広
汎
に
渉
る
だ
ろ
う
が
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
皇
親
名
籍
の
類
は
主
要
な
も
の
と
な
っ
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
系
譜
関
係
の
不
明
な
箇
所
な
ど
を
積
極
的
に
調
べ
、
つ
な
げ
よ
う
と
す
る
意
識
が
は
た
ら
い
て
、
そ
れ
ら
が
参
照
さ
れ
る
と
い
う
場
合
は
あ
り
え
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
多
様
な
文
献
が
基
に
な
っ
た
結
果
と
考
え
な
い
と
、
断
片
的
な
載
録
状
態
は
説
明
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
皇
子
女
の
代
ま
で
の
記
事
は
六
国
史
を
は
じ
め
と
す
る
文
献
に
残
り
や
す
い
が
、
二
世
王
以
下
と
な
る
と
、
ま
と
ま
っ
た
系
譜
情
報
が
一
般
に
伝
わ
る
の
は
、
聖
徳
太
子
関
係
資
料
や
天
武
系
皇
親
系
図
（
『
薬
師
寺
縁
起
』
所
引
）
の
よ
う
に
特
殊
な
例
の
み
で
あ
る
。
資
料
の
あ
り
方
か
ら
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
3
3
て
、
そ
こ
に
偏
り
が
あ
ら
わ
れ
て
当
然
と
い
え
る
。
　
こ
こ
で
、
系
図
を
転
写
す
る
際
に
生
ず
る
原
本
の
改
悪
に
つ
い
て
整
理
す
る
と
、
大
雑
把
に
い
え
ば
ω
原
本
か
ら
の
単
純
な
誤
写
、
②
加
筆
時
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
3
4
解
釈
や
考
証
に
起
因
す
る
誤
記
、
㈹
政
治
的
意
図
に
よ
る
改
窟
、
の
よ
う
に
類
型
化
で
き
る
だ
ろ
う
。
本
稿
で
は
主
に
②
に
つ
い
て
扱
っ
た
。
私
的
増
補
の
可
能
性
に
つ
い
て
は
先
に
述
べ
た
が
、
こ
れ
が
杜
撰
に
行
わ
れ
る
と
、
同
一
人
物
の
重
出
あ
る
い
は
同
名
異
人
の
窟
入
が
起
こ
る
場
合
が
あ
一54一
る
。
重
出
は
同
名
異
表
記
の
資
料
を
無
批
判
に
用
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
が
多
く
、
紹
運
録
に
は
聖
武
皇
子
の
「
浅
香
皇
子
」
1
1
「
安
積
親
王
」
な
ど
の
例
が
あ
る
。
窟
入
は
同
名
異
人
を
同
一
人
物
と
誤
っ
た
場
合
に
生
ず
る
こ
と
が
多
い
。
逸
文
「
上
宮
記
下
巻
注
云
」
に
聖
徳
太
子
の
子
「
長
谷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
3
5
部
王
」
の
系
譜
が
み
え
る
が
、
「
嬰
大
伴
奴
加
之
古
連
女
子
名
古
氏
古
郎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
3
6
女
生
児
…
」
と
い
う
部
分
は
、
同
名
の
崇
峻
天
皇
の
記
事
で
あ
る
。
『
萬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
3
7
葉
集
』
巻
六
、
一
〇
＝
二
題
詞
脚
注
も
同
名
異
人
に
よ
る
誤
記
と
さ
れ
、
系
図
に
限
ら
ず
私
的
増
補
の
類
全
般
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
嵯
峨
朝
以
前
の
皇
族
の
名
は
、
一
般
に
乳
母
の
氏
の
名
や
地
名
で
あ
っ
た
か
ら
、
同
名
異
人
の
例
は
文
献
に
み
え
る
も
の
だ
け
で
も
非
常
に
多
い
の
で
あ
る
。
ω
・
＠
に
お
い
て
検
討
し
た
系
譜
は
、
同
名
異
人
の
存
在
が
明
ら
か
な
名
の
後
に
断
絶
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
共
通
し
て
い
る
。
〈
河
内
王
－
高
安
王
〉
〈
春
日
王
1
安
貴
王
〉
と
い
う
系
譜
情
報
を
伝
え
る
文
献
は
紹
運
録
の
み
で
あ
る
が
、
先
に
検
討
し
た
と
こ
ろ
が
大
筋
で
誤
り
な
い
と
す
れ
ば
、
①
の
よ
う
に
現
存
諸
本
に
み
え
な
い
所
伝
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
誤
っ
て
同
名
異
人
に
つ
な
ぐ
私
的
増
補
が
行
わ
れ
た
も
の
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ω
で
い
え
ば
、
高
安
王
の
父
を
河
内
王
と
伝
え
る
も
の
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
を
長
親
王
の
子
の
河
内
王
と
誤
認
し
、
そ
の
結
果
長
親
王
の
系
譜
に
高
安
王
以
下
が
窟
入
し
た
、
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
　
一
般
に
、
私
的
増
補
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
系
譜
や
注
記
は
、
根
幹
と
な
る
記
事
と
次
元
が
異
な
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
ぞ
れ
個
別
の
要
素
に
分
解
し
た
上
で
吟
味
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
ω
の
例
で
は
、
〈
長
親
王
－
河
内
王
〉
と
〈
河
内
王
－
高
安
王
〉
と
は
別
々
に
扱
わ
れ
る
べ
き
だ
っ
た
。
㈲
の
例
で
も
、
〈
施
基
皇
子
ー
春
日
王
〉
と
〈
春
日
王
－
安
貴
王
〉
と
を
分
け
て
考
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
同
時
に
、
文
献
全
体
と
し
て
の
性
質
と
、
個
々
の
要
素
と
の
関
係
を
見
極
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
紹
運
録
独
自
の
情
報
を
用
い
る
際
に
は
、
そ
う
い
っ
た
点
に
十
分
注
意
を
は
ら
う
べ
き
だ
ろ
う
。
　
本
稿
は
具
体
的
な
系
譜
の
真
偽
を
糾
す
こ
と
に
重
き
を
お
い
た
た
め
、
彪
大
な
紹
運
録
の
ご
く
一
部
を
と
り
あ
げ
た
に
す
ぎ
な
い
。
諸
本
の
解
析
も
大
変
不
満
足
な
状
態
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
注1234
続
紀
天
平
十
】
年
四
月
甲
子
条
に
大
原
真
人
賜
姓
の
こ
と
が
み
え
る
。
以
下
、
本
稿
で
は
「
～
王
」
の
呼
称
に
統
一
す
る
。
一
四
四
四
題
詞
脚
注
に
「
高
安
之
女
也
」
と
あ
り
、
紹
運
録
に
合
致
す
る
。
続
紀
に
は
二
人
の
門
部
王
が
み
え
る
。
黛
弘
道
氏
の
考
証
に
よ
れ
ば
（
注
6
）
、
後
の
大
原
真
人
門
部
の
歌
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
な
の
は
三
七
一
・
五
三
六
の
み
、
別
人
（
二
世
王
）
の
歌
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
な
の
が
一
〇
＝
二
、
い
ず
れ
と
も
定
め
が
た
い
の
が
＝
＝
○
・
三
二
六
と
な
る
。
こ
こ
で
は
明
ら
か
に
別
人
の
一
首
を
除
き
四
首
と
し
て
お
い
た
。
も
う
一
人
の
門
部
王
は
高
市
皇
子
の
子
（
澤
田
浩
氏
「
『
薬
師
寺
縁
起
』
所
引
天
武
系
皇
親
系
図
に
つ
い
て
」
〈
『
国
史
学
』
一
四
二
、
一
九
九
〇
年
一
一
月
V
）
。
五
一
九
題
詞
脚
注
。
大
伴
女
郎
を
大
伴
坂
上
郎
女
と
し
、
今
城
王
の
父
を
穂
積
皇
子
か
と
す
る
説
が
あ
る
が
（
岸
本
由
豆
流
『
万
葉
一55一
5
集
孜
証
』
）
、
「
今
城
王
後
賜
大
原
真
人
氏
也
」
と
い
う
か
ら
に
は
高
安
王
と
同
系
の
は
ず
で
、
世
代
か
ら
す
れ
ば
高
安
王
兄
弟
の
う
ち
い
ず
れ
か
の
子
で
あ
ろ
う
。
高
安
王
・
桜
井
王
・
門
部
王
の
出
生
順
は
明
ら
か
に
で
き
な
い
が
、
初
叙
位
（
従
五
位
下
）
は
門
部
王
・
高
安
王
・
桜
井
王
の
順
で
、
紹
運
録
の
記
載
順
よ
り
は
こ
ち
ら
を
年
齢
順
と
し
て
お
く
方
が
よ
か
ろ
う
。
高
安
王
・
門
部
王
の
昇
叙
を
追
っ
て
い
く
と
、
そ
の
後
正
五
位
上
ま
で
の
三
階
が
同
時
（
記
載
は
い
ず
れ
も
高
安
王
・
門
部
王
の
順
）
、
従
四
位
下
以
降
は
高
安
王
が
先
行
し
て
い
る
。
賜
姓
の
際
に
も
高
安
王
の
名
の
み
が
記
さ
れ
て
お
り
（
注
1
）
、
一
族
の
中
心
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
（
三
名
と
も
生
存
は
確
認
さ
れ
る
）
。
年
長
の
門
部
王
は
庶
子
で
高
安
王
が
嫡
子
で
あ
る
と
い
っ
た
事
情
が
推
測
さ
れ
る
。
三
〇
九
入
左
注
「
紀
皇
女
籍
嫁
高
安
王
被
噴
之
時
、
御
作
此
歌
。
但
、
高
安
王
左
降
、
任
之
伊
与
国
守
也
」
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が
、
高
安
王
は
伊
予
国
守
の
時
に
近
隣
三
国
の
按
察
使
に
任
ぜ
ら
れ
て
お
り
（
続
紀
養
老
三
年
七
月
庚
子
条
）
、
地
方
官
と
な
り
都
を
離
れ
た
こ
と
を
「
左
降
」
と
表
現
し
た
に
す
ぎ
な
い
よ
う
で
、
そ
の
後
も
順
調
な
歩
み
を
み
せ
て
い
る
。
な
お
、
尾
山
篤
二
郎
氏
は
こ
れ
ら
の
問
題
を
め
ぐ
り
一
連
の
大
胆
な
推
論
を
展
開
し
て
い
る
が
（
『
大
伴
家
持
の
研
究
』
〈
平
凡
社
、
一
九
五
六
年
四
月
V
）
、
す
で
に
挙
げ
た
も
の
以
上
の
判
断
材
料
は
見
出
し
が
た
い
。「
阿
倍
広
庭
卿
」
（
一
四
二
三
題
詞
）
、
「
藤
原
宇
合
卿
」
（
一
五
三
五
題
詞
）
の
よ
う
な
例
は
あ
る
が
、
姓
は
敬
称
と
し
て
機
能
す
る
678
か
ら
、
そ
れ
を
「
卿
」
が
担
う
場
合
は
記
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
諸
王
の
「
王
」
を
記
さ
な
い
例
も
「
高
安
」
以
外
に
な
い
。「
万
葉
歌
人
「
門
部
王
」
小
考
」
（
『
五
味
智
英
先
生
古
稀
記
念
上
代
文
学
論
叢
』
笠
間
書
院
、
一
九
七
七
年
＝
月
）
。
　
　
‘
た
だ
し
、
「
斜
明
天
皇
の
四
字
を
誤
字
と
考
え
る
と
、
そ
こ
に
本
来
あ
る
べ
き
人
名
と
し
て
、
…
…
高
安
王
ら
が
考
え
ら
れ
る
」
と
す
れ
ば
、
門
部
王
が
高
安
王
の
子
孫
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
『
新
撰
姓
氏
録
』
（
以
下
、
「
姓
氏
録
」
）
の
よ
う
に
百
済
（
親
）
王
の
名
を
挙
げ
る
の
が
、
こ
こ
で
は
最
も
適
切
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
本
来
「
百
済
親
王
」
と
あ
っ
た
も
の
を
、
注
記
者
ま
た
は
書
写
者
が
姓
氏
録
の
記
載
を
見
落
と
し
、
百
済
宮
の
名
か
ら
箭
明
天
皇
の
こ
と
と
誤
っ
て
改
め
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
箭
明
が
「
百
済
天
皇
」
と
称
さ
れ
た
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
佐
伯
有
清
氏
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
『
新
撰
姓
氏
録
の
研
究
』
考
讃
篇
第
一
く
吉
川
弘
文
館
、
一
九
入
一
年
一
二
月
V
）
。
た
だ
し
、
佐
伯
氏
が
大
原
真
人
氏
の
意
図
的
な
系
譜
操
作
を
想
定
さ
れ
た
点
は
疑
問
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
例
は
中
古
以
降
の
物
語
な
ど
に
少
な
く
な
い
。
「
鎌
足
の
お
と
ど
よ
り
第
六
に
あ
た
り
た
ま
ふ
、
…
…
そ
の
冬
嗣
の
大
臣
」
（
『
大
鏡
』
天
巻
）
と
い
う
場
合
も
、
〈
鎌
足
－
不
比
等
ー
房
前
－
真
楯
！
内
麻
呂
－
冬
嗣
〉
と
数
え
て
い
る
し
、
コ
品
式
部
卿
葛
原
親
王
、
九
代
の
後
胤
、
讃
岐
守
正
盛
」
（
『
平
家
物
語
』
巻
第
一
）
と
い
う
の
も
、
や
は
り
く
葛
原
親
王
－
高
見
王
ー
高
望
王
一56一
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1
国
香
－
貞
盛
－
維
衡
－
正
度
－
正
衡
－
正
盛
V
と
の
数
え
方
に
よ
る
。
『
姓
氏
家
系
大
辞
典
』
に
も
「
百
済
王
は
紆
明
帝
の
御
弟
多
良
王
の
事
か
と
云
ふ
」
と
あ
る
。
「
百
済
」
は
古
く
清
音
ク
タ
ラ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
「
久
多
良
」
と
表
記
さ
れ
て
も
不
自
然
で
は
な
い
。
注
4
参
照
。
「
紀
皇
女
を
め
ぐ
る
論
争
に
つ
い
て
　
　
併
せ
て
高
安
王
の
系
譜
を
論
ず
ー
」
（
『
万
葉
』
九
、
一
九
五
三
年
一
〇
月
。
『
田
中
卓
著
作
集
』
五
所
収
）
。
九
入
入
題
詞
に
「
市
原
王
宴
疇
父
安
貴
王
歌
一
首
」
と
あ
る
。
『
大
日
本
古
文
書
』
十
一
、
四
七
四
頁
。
新
大
系
本
『
萬
葉
集
』
や
和
歌
文
学
大
系
本
も
同
様
で
あ
る
が
、
『
繹
注
』
は
「
こ
れ
を
疑
う
説
も
あ
る
」
と
し
て
以
下
に
み
る
塩
谷
論
文
を
挙
げ
る
。
「
志
貴
皇
子
系
譜
の
疑
問
　
　
市
原
王
は
志
貴
皇
子
の
曽
孫
で
は
な
い
ー
」
（
『
学
習
院
大
学
国
語
国
文
学
会
誌
』
二
十
三
号
、
昭
和
五
十
五
年
）
。
通
説
に
よ
り
三
〇
六
を
養
老
二
年
（
七
一
八
）
の
作
と
す
れ
ば
、
生
年
の
下
限
は
二
年
ほ
ど
遡
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
題
詞
脚
注
は
必
ず
し
も
信
用
で
き
な
い
が
、
こ
こ
は
二
四
三
の
作
者
と
の
混
同
を
避
け
る
た
め
の
注
記
と
考
え
て
お
き
た
い
。
「
遣
当
書
皇
女
侍
干
伊
勢
斎
宮
」
（
続
紀
文
武
二
年
九
月
丁
卯
条
）
、
「
遣
泉
内
親
王
侍
於
伊
勢
斎
宮
」
（
同
大
宝
元
年
二
月
己
未
条
）
に
1921202223242526
よ
る
。
淡
海
三
船
ら
大
友
皇
子
の
子
孫
に
も
淡
海
真
人
氏
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
か
ら
、
志
貴
系
な
ど
の
特
例
を
除
く
天
智
系
、
と
い
う
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
前
掲
注
7
書
。
た
だ
し
、
書
紀
持
統
紀
三
年
四
月
甲
辰
条
に
「
春
日
王
藷
」
と
だ
け
み
え
る
、
い
ま
一
人
の
春
日
王
に
つ
い
て
も
み
て
お
か
ね
ば
な
る
ま
い
。
こ
の
王
を
安
貴
王
の
父
に
あ
て
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い
が
、
安
貴
王
は
初
叙
位
（
続
紀
天
平
元
年
三
月
甲
午
条
）
当
時
四
〇
歳
以
上
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
の
で
、
よ
り
適
当
な
候
補
は
春
日
王
A
で
あ
る
と
い
え
る
。
諸
本
の
系
統
に
つ
い
て
は
、
『
図
書
寮
典
籍
解
題
』
歴
史
篇
（
養
徳
社
、
一
九
五
〇
年
二
月
）
参
照
。
東
大
史
料
編
纂
所
蔵
の
明
治
末
期
謄
写
本
に
よ
る
。
「
飛
鳥
井
本
」
（
伝
飛
鳥
井
雅
庸
筆
）
は
載
録
さ
れ
た
皇
子
女
も
比
較
的
少
な
く
、
誤
記
も
無
批
判
の
ま
ま
伝
え
る
こ
と
か
ら
、
原
本
に
近
い
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
な
お
、
こ
の
本
に
川
内
王
や
春
日
王
の
子
孫
は
み
え
な
い
。
『
日
本
史
大
事
典
』
（
平
凡
社
）
、
今
江
廣
道
氏
担
当
「
本
朝
皇
胤
紹
運
録
」
の
項
。
な
お
神
代
の
系
図
に
つ
い
て
は
、
以
下
に
お
い
て
検
討
の
対
象
か
ら
除
外
し
た
。
和
田
英
松
『
本
朝
書
籍
目
録
考
証
』
（
明
治
書
院
、
一
九
三
六
年
一
一
月
）
三
二
六
ー
三
二
九
頁
。
平
田
篤
胤
『
古
史
徴
開
題
記
』
に
、
「
今
の
本
に
、
系
図
巻
は
閾
一57一
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た
れ
ど
、
釈
紀
に
載
た
る
帝
王
系
図
、
決
め
て
其
れ
な
る
べ
く
所
思
た
り
」
と
あ
る
（
『
平
田
篤
胤
全
集
』
十
二
〈
法
文
館
書
店
、
一
九
一
四
年
七
月
〉
三
四
頁
）
。
同
説
に
よ
れ
ば
、
「
淡
路
廃
帝
」
や
「
光
仁
天
皇
」
は
書
き
継
が
れ
た
も
の
と
な
る
。
東
大
史
料
編
纂
所
蔵
の
影
写
本
（
『
帝
王
系
図
並
勘
例
』
）
に
よ
っ
た
b
東
大
史
料
編
纂
所
蔵
の
影
写
本
に
よ
っ
た
。
満
季
の
原
本
を
復
元
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
が
、
諸
本
や
他
書
と
の
比
較
に
よ
り
、
お
お
よ
そ
の
範
囲
を
推
定
す
る
こ
と
は
可
能
と
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
群
書
類
従
本
は
押
坂
彦
人
大
兄
皇
子
の
子
と
し
て
七
名
を
挙
げ
る
が
、
「
飛
鳥
井
本
」
で
は
皇
統
に
連
な
る
二
名
の
み
で
あ
る
。
帝
王
系
図
A
・
B
な
ど
も
二
名
の
み
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
「
飛
鳥
井
本
」
を
抄
録
と
み
る
よ
り
も
、
原
本
の
か
た
ち
を
留
め
た
も
の
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。
先
の
「
帝
王
広
系
図
」
は
「
百
巻
」
と
い
う
量
で
あ
り
、
皇
親
を
網
羅
す
る
よ
う
な
系
図
が
存
在
し
た
可
能
性
は
あ
る
。
し
か
し
、
紹
運
録
が
そ
う
い
っ
た
系
図
に
依
拠
し
て
い
な
い
こ
と
は
明
ら
か
だ
ろ
う
。
従
四
位
下
初
叙
の
入
○
名
と
正
四
位
上
初
叙
の
長
屋
王
と
を
数
え
た
も
の
で
、
少
数
の
三
世
王
が
含
ま
れ
て
い
る
。
群
書
類
従
本
に
は
、
「
押
坂
彦
人
大
兄
皇
子
」
・
「
茅
淳
王
」
（
記
は
「
智
奴
王
」
）
と
い
う
書
紀
系
の
表
記
と
、
「
中
津
王
」
以
下
の
ほ
ぼ
「
敏
達
記
」
と
一
致
す
る
表
記
が
混
在
し
て
い
る
。
後
者
が
古
事
記
系
の
資
料
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
3334353637
偏
り
を
含
め
一
定
の
方
針
を
も
っ
て
編
ま
れ
た
帝
王
系
図
も
あ
る
。
『
尊
卑
分
脈
』
の
皇
別
諸
氏
の
系
図
と
符
合
す
る
注
記
を
持
つ
紹
運
録
の
写
本
は
、
意
図
的
に
諸
氏
系
図
と
組
み
A
口
わ
せ
る
か
た
ち
で
整
理
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
『
薩
戒
記
』
や
『
実
隆
公
記
』
の
記
述
か
ら
す
る
と
、
原
本
が
そ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
が
、
な
お
諸
本
の
検
討
を
要
す
る
問
題
で
あ
る
。ω
・
回
に
つ
い
て
は
、
そ
の
可
能
性
を
考
え
な
く
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
後
世
に
お
い
て
子
孫
た
ち
が
そ
の
よ
う
な
力
を
発
揮
し
え
た
形
跡
は
な
い
。
『
聖
徳
太
子
平
氏
伝
雑
勘
文
』
下
三
（
仏
書
刊
行
会
編
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
｝
＝
一
、
一
〇
四
頁
）
。
大
山
誠
一
氏
は
、
「
上
宮
記
下
巻
注
云
」
の
系
譜
を
書
紀
が
崇
峻
の
妃
や
子
女
に
借
用
し
た
と
さ
れ
る
（
「
『
上
宮
記
』
の
成
立
」
、
『
聖
徳
太
子
の
真
実
b
　
〈
平
凡
社
、
二
〇
〇
三
年
一
一
月
〉
）
。
し
か
し
、
崇
峻
紀
五
年
＝
月
乙
巳
条
分
注
の
「
大
伴
嫁
小
手
子
」
に
関
す
る
記
事
に
は
具
体
性
が
あ
り
、
存
在
感
の
薄
い
崇
峻
へ
の
同
情
と
い
っ
た
こ
と
だ
け
で
そ
の
よ
う
な
作
為
を
ほ
ど
こ
す
と
は
考
え
が
た
い
。
注
3
参
照
。
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